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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委

員
会
輸
送
局
長
の
神
田
昌
幸
氏
が
、「
東
京
二
〇
二
〇

大
会
の
開
催
に
向
け
て
〜
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
の
交
通
と
輸
送
に
つ
い
て
〜
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。

　

神
田
氏
は
、
一
九
六
四
年
大
会
と
比
べ
て
参
加
選
手

数
や
競
技
会
場
数
が
大
規
模
化
し
て
い
る
こ
と
、
東
京

大
会
は
既
存
施
設
を
利
用
す
る
た
め
競
技
会
場
が
広
域

と
な
り
、
輸
送
計
画
等
へ
の
負
荷
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
説
明
。
そ
の
上
で
「
大
会
関
係
者
は
専
用
バ

ス
や
乗
用
車
約
五
、五
〇
〇
台
で
移
動
す
る
。
更
に
、
一
、

〇
〇
〇
万
人
超
と
予
想
さ
れ
る
観
客
の
輸
送
で
交
通
量

が
増
え
る
た
め
、
様
々
な
対
策
が
必
要
と
な
る
。
多
く

の
競
技
会
場
が
公
共
交
通
機
関
の
徒
歩
圏
内
に
あ
り
、

輸
送
力
確
保
、
一
般
利
用
者
の
分
散
･
抑
制
な
ど
の
交

通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
だ
。
こ
の
た
め
組
織
委
員
会

と
国
、
都
、
鉄
道
事
業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
輸
送

対
策
を
推
進
し
て
い
る
」
と
開
催
ま
で
一
年
半
を
切
っ

た
現
状
を
説
明
し
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

　

次
に
、（
一
社
）
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
顧
問
で

東
京
都
市
大
学
名
誉
総
長
の
中
村
英
夫
氏
が
、「
次
の

大
型
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
は
」
と
題
し
て
講
演

し
た
。
最
初
に
、
同
協
会
が
昨
年
九
月
か
ら
行
っ
て
い

る
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
七
〇
年
講
演
会
〜
戦
後
の
代
表
的

な
一
〇
〇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
を
紹
介
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
っ
た
方
々
の
経
験
や
見
聞
の
講
演
を
記
録

す
る
こ
と
で
、
戦
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
意
義
や
関
係

者
の
偉
業
を
広
く
社
会
に
伝
え
る
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
こ
れ
ま
で
定
量
的
評
価
中
心
で
行
っ
て
き

た
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
「
基
礎
コ
ー
ス
」
で
あ
り
、
今
後

は
需
要
の
創
出
、
既
存
施
設
の
更
新
･
再
開
発
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
な
ど
を
総
合
的
･
多
面
的
に
評
価

す
る
「
ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
ド
コ
ー
ス
」
へ
と
進
化
さ
せ
る

べ
き
で
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
を
例
示
し
な
が
ら

「
こ
れ
か
ら
は
若
い
人
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
魅
力
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
知
恵
を
絞
っ
て
創

り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
締
め
く
く
っ

た
。
最
後
に
、
木
村
宏
鉄
道
工
事
委
員
会
副
委
員
長

﹇
鹿
島
建
設
㈱
執
行
役
員
﹈
が
講
演
に
対
す
る
感
想
と

講
師
並
び
に
多
数
の
聴
衆
へ
の
謝
辞
を
述
べ
閉
会
と
な

っ
た
。

　

当
日
は
日
建
連
会
員
企
業
や
鉄
道
関
係
者
ら
約

四
〇
〇
名
が
熱
心
に
聴
講
し
、
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

懇
親
会
で
は
約
三
〇
〇
名
の
参
加
者
が
交
流
を
深
め
た
。

　

日
建
連
鉄
道
建
設
本
部
は
二
月
十
四
日
、
東
京
・
大

手
町
の
経
団
連
会
館
に
お
い
て
「
二
〇
一
八
年
度
鉄
道

交
通
講
演
会
〜
二
十
一
世
紀
の
環
境
新
時
代
を
拓
く

〜
」
を
開
催
し
た
。
本
講
演
会
は
、
二
〇
〇
五
年
二
月

に
当
時
の
日
本
鉄
道
建
設
業
協
会
が
四
〇
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
鉄
道
の
建
設
や
建
設
業
界
に
対
す
る
理
解

の
浸
透
を
図
る
た
め
に
始
め
た
も
の
で
、
今
回
で
一
五

回
目
に
な
る
。

　

は
じ
め
に
林
康
雄
鉄
道
建
設
本
部
副
本
部
長
・
鉄
道

工
事
委
員
会
委
員
長﹇
鉄
建
建
設
㈱
会
長
﹈
が
、「
昨
年

は
多
く
の
自
然
災
害
に
よ
り
鉄
道
も
各
地
で
被
災
し
た

が
、
鉄
道
の
防
災
、
減
災
対
策
、
新
た
な
鉄
道
網
の
構

築
は
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
に
重
要
な
施
策
で
あ
り
、

日
建
連
と
し
て
今
後
も
鉄
道
建
設
の
一
翼
を
担
う
こ
と

で
貢
献
し
て
参
り
た
い
」
と
挨
拶
し
、
続
い
て
、
東
京

二
〇
一
八
年
度
鉄
道
交
通
講
演
会
を
開
催

　

日
建
連
の
海
洋
開
発
委
員
会
（
武
澤
恭
司
委
員
長

﹇
東
洋
建
設
㈱
社
長
﹈）
は
三
月
十
四
日
、
東
京
・
千
代

田
区
の
如
水
会
館
で
、
今
後
の
海
洋
利
用
の
方
向
性
や

可
能
性
を
探
る
と
と
も
に
委
員
会
の
活
動
内
容
を
情
報

発
信
す
る
海
洋
開
発
技
術
講
演
会
を
行
い
、
約
二
二
〇

名
が
参
加
し
た
。

　

最
初
に
、
海
洋
開
発
委
員
会
技
術
部
会
の
下
部
組
織

に
あ
た
る
二
つ
の
専
門
部
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。
二
年
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
調
査
や
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
維
持
管
理
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
専
門

部
会
か
ら
は
、
近
本
武
専
門
部
会
長
が
新
技
術
の
動
向

に
関
す
る
研
究
成
果
を
披
露
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
海

洋
開
発
に
関
連
す
る
建
設
技
術
専
門
部
会
の
高
橋
正
美

専
門
部
会
長
は
、
無
人
化
や
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
、
Ｃ
Ｉ

Ｍ
の
活
用
な
ど
に
お
け
る
独
自
の
試
算
を
公
表
し
、
工

程
、
調
査
や
デ
ー
タ
処
理
に
か
か
る
時
間
な
ど
が
大
幅

に
短
縮
さ
れ
る
可
能
性
を
示
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、
ま
ず
、『
六
時
だ
よ 

全
員
退
社
！
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）
な
ど
の
著
者
で

あ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
田
中
健
彦
氏
が
登
壇

し
た
。
連
日
夜
遅
く
ま
で
働
く
モ
ー
レ
ツ
社
員
だ
っ
た

田
中
氏
は
、
赴
任
先
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
社
長
以
下
全

員
が
定
時
退
社
す
る
光
景
に
衝
撃
を
受
け
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
な
ぜ
日
本
で
は
同
様
の
働
き
方
が
で
き
な
い

の
か
を
考
え
始
め
る
。
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
会
社

員
は
仕
事
中
心
の
生
活
が
当
た
り
前
と
い
う
風
潮
が
根

付
い
て
い
た
日
本
だ
が
、
北
欧
諸
国
と
比
べ
て
国
際
競

争
力
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
時
間

あ
た
り
の
労
働
生
産
性
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
仕
事
の

や
り
方
に
無
駄
が
多
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
約
一
〇
年

に
及
ん
だ
欧
米
で
の
勤
務
経
験
を
踏
ま
え
て
田
中
氏
か

ら
提
案
さ
れ
た
情
報
共
有
や
報
告
が
主
体
の
会
議
の
見

直
し
、「
考
え
る
」
意
識
を
も
つ
職
場
作
り
の
重
要
性
な

ど
か
ら
、
参
加
者
た
ち
は
働
き
方
改
革
の
身
近
な
ヒ
ン

ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
、
海
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
に
つ
い
て
講
じ
た

東
京
農
工
大
学
農
学
部
環
境
資
源
科
学
科
教
授
の
髙
田

秀
重
氏
に
よ
る
と
、
日
本
は
、
一
人
当
た
り
の
使
い
捨

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
排
出
量
が
世
界
で
二
番
目
に
多

く
、
年
間
約
二
五
億
本
も
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
回
収
さ

れ
ず
河
川
を
通
し
て
海
へ
流
入
し
て
い
る
。
髙
田
氏
は
、

紫
外
線
に
よ
り
微
細
化
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
回
収

す
る
こ
と
が
不
可
能
な
た
め
人
体
へ
の
目
に
見
え
る
影

響
が
出
る
前
に
予
防
的
な
観
点
か
ら
対
応
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
説
き
、
石
油
製
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
製

造
・
消
費
量
を
減
ら
し
、
脱
炭
素
社
会
を
目
指
す
た
め

の
転
換
期
に
差
し
掛
か
っ
た
日
本
が
や
る
べ
き
課
題
を

提
示
し
た
。

　

武
澤
委
員
長
は
、「
本
講
演
会
は
、
一
九
八
二
年
に

旧
・
日
本
海
洋
開
発
建
設
協
会
が
始
め
て
以
降
今
回
で

二
三
回
目
を
迎
え
、
毎
年
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

い
て
い
る
。
海
洋
開
発
に
関
す
る
建
設
技
術
や
海
洋
の

利
用
、
保
全
な
ど
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
成
果
報
告

を
行
う
場
、
そ
し
て
、
外
部
有
識
者
を
招
き
業
界
の
喫

緊
の
課
題
や
今
後
の
海
洋
開
発
に
あ
た
り
考
慮
す
べ
き

点
な
ど
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
開
催
し

て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

海
洋
開
発
技
術
講
演
会

 「
海
洋
立
国
を
支
え
る

建
設
技
術
」を
開
催

田中健彦氏 神田昌幸氏

髙田秀重氏 中村英夫氏


